
【再評価】

ＮＯ． 事業種別 事　業　概　要 経　緯 該当要件
対応方針
（原案）

備　考

1 道路
　一般国道９号は、京都市から下関市に至る延長約７５０ｋｍの主要幹線道路である。
　浜田・三隅道路は、国道９号の交通混雑の緩和及び交通安全の確保等を目的とした島根県浜田市原井町
から浜田市三隅町森溝上に至る延長１４．５ｋｍの自動車専用道路である。
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2 港湾
　本事業は、鳥取港における港内静隠度を確保し、年間を通じた荷役作業の効率化・安全性の向上を図り
物流ターミナルとしての役割を果たすと共に、日本海特有の冬季風浪から背後施設を防護し、航行船舶の
避難水域確保と港内への安全な航路の確保をするため、防波堤等の整備を行うものである。
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【河川法に基づき、河川整備計画策定に係る審議を行った事業の報告】

ＮＯ． 事業種別 事　業　概　要 経　緯 該当要件 対応方針 備　考

1 河川

   小瀬川は広島県と山口県の県境に位置する流域面積340km
2
、幹川流路延長59kmの一級河川である。

　小瀬川の下流部は、小瀬川の運搬する土砂の堆積で発達した三角州と、江戸時代後期以降の干拓・埋立
で形成されており、全国のコンビナートの先駆けとなる「大竹・岩国石油コンビナート」が位置するなど
人口・資産が集中している。
   干拓・埋立によって形成された小瀬川下流部は低平地であり、その上に市街地が発達しているため、洪
水・高潮による浸水被害が発生した場合には、甚大な被害となるおそれがある。また、河積不足や樹木繁
茂により戦後最大の洪水（平成17 年9 月洪水）に対して流下能力が不足する区間がある。
   このため、本事業は上下流の治水安全度のバランスを確保しつつ、段階的な河川整備により洪水等によ
る浸水被害の発生の防止又は軽減を図るものである。
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事　業　名

小瀬川
お ぜ が わ

直轄河川改修事業
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一般国道９号　浜田
は ま だ

・三隅
み す み

道路

鳥取
とっとり

港千代
せんだい

地区防波堤整備事業
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